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(百万円未満切捨て)
１．平成26年３月期の連結業績（平成25年４月１日～平成26年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期 18,749 3.5 2,310 8.4 2,294 9.1 1,184 △7.6

25年３月期 18,113 33.4 2,130 43.7 2,102 44.9 1,281 67.1
(注) 包括利益 26年３月期 1,177百万円(△10.2％) 25年３月期 1,312百万円( 64.4％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年３月期 159.78 － 11.1 11.7 12.3

25年３月期 172.36 － 13.5 11.7 11.8
(参考) 持分法投資損益 26年３月期 2百万円 25年３月期 △2百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

26年３月期 20,370 11,164 54.8 1,512.64

25年３月期 18,771 10,124 53.9 1,364.52
(参考) 自己資本 26年３月期 11,161百万円 25年３月期 10,121百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

26年３月期 1,378 △132 △537 1,644

25年３月期 1,297 △1,316 136 936
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年３月期 － 0.00 － 13.00 13.00 96 7.5 1.0

26年３月期 － 0.00 － 16.50 16.50 121 10.3 1.1

27年３月期(予想) － 0.00 － 19.00 19.00 9.4
　

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 8,300 13.3 850 18.2 820 14.7 500 18.4 67.47

通 期 22,000 17.3 2,500 8.2 2,450 6.8 1,500 26.7 202.40
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)
　

　なお、平成25年７月３日付でイーグル商事株式会社の全株式を取得し、連結の範囲に含めております。また、平成25
年９月２日付で株式会社ワイシーエムを設立し、連結の範囲に含めております。

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年３月期 8,030,248株 25年３月期 8,030,248株

② 期末自己株式数 26年３月期 651,362株 25年３月期 612,303株

③ 期中平均株式数 26年３月期 7,410,925株 25年３月期 7,432,547株
　

　

※ 監査手続の実施状況に関する表示
　この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績・財
政状態に関する分析（１）経営成績に関する分析（次期の見通し）」をご覧ください。
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府による経済政策や金融緩和策の効果を背景に円安や株価の上昇が進

み、消費者心理や企業の景況感も改善するなど、緩やかな回復基調にあります。しかしながら、消費税率の引き上

げの影響が懸念され、個人消費の先行きに不透明感が残る状況にあります。

当社グループが属する不動産業界におきましては、各種の住宅取得促進政策や低金利を背景に、住宅着工戸数も

安定した状態で推移しました。その一方で、人員不足や資材価格の高騰による建築費上昇や消費税率の引き上げに

伴う反動減などは、今後の需要動向に一定の影響を及ぼすものと思われます。

このような環境下にあって、当社グループの不動産事業分野では、常に変化する消費者ニーズを的確に捉え、分

譲マンションや分譲宅地などの販売物件の早期商品化に取組み、積極的な販売を推進してまいりました。また、安

定的な収益確保を目的に、賃貸収益物件の購入を積極的に行ってまいりました。

建設土木業界におきましては、受注競争が激化する状況のもと、環境事業分野では、脱公共工事への脱皮を図る

とともに建築用製品や太陽光発電設備関連製品の販売を強力に進めてまいりました。また、土木用製品についても

販売価格の引き上げや、不動産事業分野との連携強化により受注量の確保をすべく活動してまいりました。

この結果、当連結会計年度の売上高は187億49百万円（前連結会計年度比3.5％増）、営業利益は23億10百万円

（前連結会計年度比8.4％増）、経常利益は22億94百万円（前連結会計年度比9.1％増）、当期純利益は11億84百万円

（前連結会計年度比7.6％減）となりました。なお、売上高は二期連続で過去最高売上高となり、営業利益、経常利

益は三期連続で過去最高を更新いたしました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①レジデンス事業

レジデンス事業におきましては、平成26年３月完成の分譲マンションや在庫分譲マンションの引渡しが行われま

したが、減収減益となりました。

この結果、売上高は48億21百万円（前連結会計年度比5.0％減）、セグメント利益は７億17百万円（前連結会計年

度比33.0％減）となりました。

②不動産開発事業

不動産開発事業におきましても、藤枝市・島田市・静岡市など県内外の宅地分譲用地や静岡市内などの賃貸収益

物件及び焼津市・島田市内の商工業施設用地の引渡しが行われましたが、減収となりました。しかしながら、各物

件の原価低減により増益となりました。

この結果、売上高は47億86百万円（前連結会計年度比0.6％減）、セグメント利益は11億96百万円（前連結会計年

度比58.5％増）となりました。

③賃貸・管理事業

賃貸・管理事業におきましては、静岡市内の賃貸収益物件を売却した結果、賃貸収入が減少したことにより減収

減益となりました。

この結果、売上高は12億16百万円（前連結会計年度比5.0％減）、セグメント利益は２億92百万円（前連結会計年

度比8.6％減）となりました。

④環境事業

環境事業におきましては、静岡県内での公共事業の縮減が継続するなか、太陽光発電設備関連製品の販売引渡が

行われたことに加え、当連結会計年度より本格的に始まった自社売電事業などにより、増収増益となりました。

この結果、売上高は76億83百万円（前連結会計年度比14.5％増）、セグメント利益は４億34百万円（前連結会計

年比30.6％増）となりました。

⑤その他

その他事業分野におきましては、飲食事業における新規店舗開店効果により増収となったことに加え、各店舗の

コスト削減効果により増益となりました。

この結果、売上高は２億41百万円（前連結会計年度比4.2％増）、セグメント利益は42百万円（前連結会計年度比

10.8％増）となりました。

なお、記載金額には消費税等は含まれておりません。
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（次期の見通し）

今後の経営環境につきましては、政府による経済政策や日本銀行による金融緩和策の効果により一層の景気回

復の期待が高まる一方で、建築費の上昇や消費税率の引き上げに伴う消費の減速懸念など、引き続き不透明な状

況が続くと思われます。

このような環境下、当社グループは、常にコストを意識し従来手法を踏襲しないでコスト削減を実現し、新た

な手法・商品・サービスで新たな顧客を創造し、圧倒的な競争力の根源となる財務基盤を構築するという他社に

はない三歩進んだビジネスモデルを構築し、総合都市づくり企業『ヨシコン』を目指してまいります。

セグメントごとの見通しを示すと次のとおりであります。

＜レジデンス事業＞

レジデンス事業におきましては、分譲マンションでは、独自の設計から販売後のマンション管理及び各種サー

ビスも含め、より快適な生活空間を兼ね備えた物件を積極的に提供してまいります。具体的には、県内に５棟

（富士市・静岡市葵区２棟・藤枝市・島田市）の供給を予定しております。

また、平成27年３月期引渡し予定の分譲マンション物件に関しましては平成25年９月までに全て発注を行って

おり、建築費の上昇の影響を受けない状況で販売が実現できる優位性を発揮し、積極的な販売を行ってまいりま

す。さらに、中長期的な取組みとして県外への展開、再開発事業、医療関係事業、分譲住宅事業にも積極的に取

組んでまいります。

＜不動産開発事業＞

不動産開発事業におきましては、都市づくりの仕掛け役として不動産価値を創造し、商業・工業・物流施設誘

致や収益不動産物件や分譲宅地の企画・開発・販売を行ってまいります。企業、投資家、ハウスメーカー及びエ

ンドユーザーのニーズに合わせ、県内外において積極的に物件供給をしてまいります。具体的な分譲宅地として

は、静岡市、藤枝市、島田市、神奈川県など県内外の宅地の供給を予定しております。

その他、市街化活性化事業や不動産流動化事業にも軸足を置いて、業務領域の拡大を図ってまいります。

＜賃貸・管理事業＞

賃貸事業におきましては、法人営業を中心としたリーシング活動の更なる強化と、賃貸用マンション・商業施

設・工業施設や駐車場物件の新規獲得と既存賃貸物件の稼働率の維持、向上に注力してまいります。

管理事業におきましては、アフターサービスはもとより、居住生活のサポートを行うためのマンション管理体

制と快適なビジネスライフのサポートを提供するビル管理体制を強化し、新たな収益獲得を推進してまいります。

また、設計部門におきましては、独自性をもった企画提案及び建設を行い、フィーの獲得を目指してまいります。

＜環境事業＞

環境事業におきましては、公共事業に頼らない体質への改善を目指し、不動産開発事業との連携強化や、取引

先建設会社や設計事務所との関係強化を通し、人員不足の影響で需要が増加している建築部材の販売活動を強力

に推進してまいります。さらに、県外の大型物件として、霊園関係の特殊製品の生産、販売を予定しております。

また、地盤・基礎に向けた特長のある製品開発、コンクリートにこだわらない製品の生産、取り扱いを進めて

まいります。具体的には、高付加価値オリジナル製品として、大手ハウスメーカーとの共同開発での住宅基礎

「エンブルベース」や、現在評定を進めております建築物地盤改良工法「エンブルパイル」、プラスチック製駐車

場芝生保護材「エンブルグリーン」などの積極的な全国販売の促進を図ってまいります。その他、大手住宅総合

メーカーとの共同開発での「軽量外壁パネル」やコンクリート建築部材では安定的な供給体制の維持、向上に注

力してまいります。

一方、太陽光発電事業におきましては、大型の太陽光設備関連物件の獲得を目指してまいります。さらに、大

手メーカーの太陽光関連の基礎部品の生産、引渡しを予定しております。自社売電も含め不動産の有効活用の提

案を強化、推進してまいります。

　環境事業は従来の事業構造の改革により成長産業への変化を推進してまいります。

＜その他＞

その他事業分野におきましては、食を通して心と体の「健康」を実現するためにサービスを提供し、さらなる

安定的な経営基盤の構築を目指してまいります。

これらにより、当社グループの連結通期の業績予想といたしましては、売上高220億円、営業利益25億円、経常

利益24億50百円、当期純利益15億円を見込んでおります。

決算短信 （宝印刷）  2014年04月30日 14時26分 5ページ （Tess 1.40 20131220_01）



ヨシコン株式会社(5280) 平成26年３月期 決算短信

－ 4 －

（２）財政状態に関する分析

①資産、負債及び純資産の状況

（イ）資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べ21.0％増加し、147億98百万円となりました。これは主として、現金及び

預金や販売用不動産が増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、14.8％減少し、55億71百万円となりました。これは主として、建物

及び構築物などが減少したことなどによります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて8.5％増加し、203億70百万円となりました。

（ロ）負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて4.3％減少し、58億99百万円となりました。これは主として、支払手形

及び買掛金や未払法人税等が増加したものの、短期借入金、１年内返済予定の長期借入金や未払金が減少したこ

となどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて33.3％増加し、33億５百万円となりました。これは主として、長期借

入金が増加したことなどによります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて6.5％増加し、92億５百万円となりました。

（ハ）純資産

純資産合計は、当期純利益の発生などにより当連結会計年度における純資産は111億64百万円（前連結会計年度

比10.3％増）となりました。

当連結会計年度における１株当たり純資産額は1,512円64銭（前連結会計年度比148円12銭の増加）となりまし

た。

また、当連結会計年度における自己資本比率は54.8％（前連結会計年度比0.9ポイント増）となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、16億44百万円（前連結会計年度比７

億８百万円の増加）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税金等調整前当期純利益（20億34百万円）、仕入債務の増加（６億27百万円）、減価償却費（３億56百万円）、

売上債権の減少（２億83百万円）などによる資金調達に対し、販売用不動産の取得などによるたな卸資産の増

加（△16億64百万円）、法人税等の支払額（△４億89百万円）などにより支出した結果、営業活動により得ら

れた資金は13億78百万円（前連結会計年度は12億97百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

有価証券の償還による収入（５億１百万円）、貸付金の回収による収入（３百万円）などによる収入に対し、

有価証券の取得（△４億50百万円）、固定資産の取得（△１億60百万円）などにより支出した結果、投資活動

により支出した資金は１億32百万円（前連結会計年度は13億16百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

長期借入れによる収入（13億90百万円）による資金調達に対し、短期借入金の純減（△６億４百万円）、長

期借入金の返済による支出（△11億74百万円）、配当金の支払（△96百万円）などにより、財務活動により支

出した資金は５億37百万円（前連結会計年度は１億36百万円の収入）となりました。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期

自己資本比率（％） 53.8 51.6 51.9 53.9 54.8

時価ベースの自己資本比率
（％）

12.0 14.8 17.8 34.0 36.0

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（倍）

13.4 9.6 48.5 3.9 3.4

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

3.9 5.7 1.1 13.5 19.1

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

（注１）各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

（注２）株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済み株式総数（自己株式控除後）により算出しております。

（注３）営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して

おります。

（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、経済情勢、業界の動向及び当社の業績等を総合的に勘案しながら株主各位への利益還元策を積極的に進めて

いく方針であります。配当政策につきましては、業績の状況を考慮するものの、安定的で継続的な経営業績の向上に努

力し、株主各位に対し普通配当１株当たり年20円以上の実施を目指します。

　内部留保資金は、将来の土地取得・製造設備等や会社の成長・発展に必要不可欠な研究開発などの資金需要に備える

とともに、今後の収益の向上を通して株主各位に還元していく所存であります。また、自己株式の取得は、株主の利益

の向上に寄与するものと考え機動的に実施してまいります。

　当期の配当は普通配当１株当たり年16.5円を予定しております。また、次期につきましても当期の配当と同程度以上

を目指して参ります。

決算短信 （宝印刷）  2014年04月30日 14時26分 7ページ （Tess 1.40 20131220_01）



ヨシコン株式会社(5280) 平成26年３月期 決算短信

－ 6 －

（４）事業等のリスク

　①引渡時期による業績変動について

　当社グループの主要な事業である不動産事業分野における分譲マンション販売におきましては、物件の引渡時に売上

が計上されます。このため、分譲マンションの引渡時期により業績に変動が生じる場合があります。また、環境事業分

野のうち土木用コンクリート製品の販売は、公共事業への依存度が高く、地方自治体の財政状況等により公共事業予算

額にその影響が生じる場合があり、公共事業の予算執行の都合上、年度末にかけての引渡しが多く、売上高が大きく変

動する可能性があります。

　②大地震が発生した場合について

　近年、東海地区を中心とした大地震の発生が予想されておりますが、その際の揺れによるコンクリート在庫品の倒壊

破損や生産設備の崩壊が予測され、就業中であれば人身への損傷も懸念されます。さらに大井川工場は駿河湾に面し、

海岸線近くに位置するため津波による損害を被る危険性があります。

　当社グループではこうした事態に対応するため、倒壊しにくい在庫品の保管方法の工夫、生産設備の耐震補強や地震

発生時の避難安全教育を徹底しております。

　③不動産市況について

　当社グループが属する不動産業界は、景気動向、金利動向、雇用・賃金動向、住宅税制を中心とするさまざまな税制

の影響を受けやすく、大幅な金利の上昇、景気の悪化による雇用情勢の悪化や賃金の引き下げなどがあった場合には、

購買層の物件購入意欲を著しく減退させる可能性があり、業績に影響を及ぼす場合があります。

　また、施工会社と工事請負契約を締結して発注する建物建設は、建設現場での人員不足などによる建築費の高騰が、

当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

　④法的規制等について

　当社グループは不動産業界及び建設土木業界に属し、「宅地建物取引業法」、「国土利用計画法」、「建築基準法」、「都市

計画法」、「金融商品取引法」等の法令により規制を受けております。これらの法令等の改廃や新たな法的規制等が今後

生じた場合には、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

　⑤瑕疵担保リスクについて

　当社グループにおきましては、マンション分譲事業における建築工事を施工会社に発注しており、当社グループが販

売する分譲マンションの瑕疵については、発注先の施工会社による工事保証にて担保しております。しかし、施工会社

の財政状態の悪化又は破綻などにより施工会社が負担する瑕疵担保責任が履行されない場合には、当社グループの業績

に影響を及ぼす可能性があります。
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２．企業集団の状況

当社グループ(当社及び当社の関係会社)は、当社、連結子会社４社及び関連会社１社(うち持分法非適用関連会

社１社)で構成されています。なお、持分法適用関連会社であった静岡ニュータウン開発株式会社は平成25年９月

26日付で清算結了しております。

当社グループの事業に係わる位置づけは次のとおりであります。

①レジデンス事業

マンション分譲や戸建住宅など不動産の販売に従事しております。

＜主な関係会社＞ 当社、イーグル商事株式会社

②不動産開発事業

総合デベロッパーとして企画から土地開発を手懸け、マンション・宅地分譲や戸建住宅など不動産の販売、

仲介、工事等に従事しております。

＜主な関係会社＞ 当社

③賃貸・管理事業

不動産の賃貸借及び管理、仲介に従事しております。

＜主な関係会社＞ 当社、株式会社ワイシーシー、株式会社ＹＣＦ

④環境事業

主にコンクリート二次製品の製造・販売、同業者仕入による土木・建築用資材や太陽光発電設備の販売に従

事しております。なお、コンクリート二次製品といたしましては、土木用の道路用製品、擁壁・護岸用製品、

水路用製品及び環境整備製品や、建築用のカーテンウォールや住宅用ＰＣ部材等があります。また、土木・建

築工事や太陽光発電設備工事にも従事しております。

＜主な関係会社＞ 当社、株式会社ワイシーエム

⑤その他

飲食業や衣料品販売業、広告業、保険代理店業等の事業を行っております。

＜主な関係会社＞ 株式会社ワイシーシー、株式会社ＹＣＦ

事業の系統図は次のとおりであります。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

　当社は昭和４４年の創業以来、「わが社は無限の可能性を探求しわが社に関連ある人々に幸せと利益を提供し併せてそ

の職業を通じ地域社会に貢献する事にあり。」を基本方針として、下記を経営方針としております。

　１． わが社は、常に業界のパイオニアたること。

　２． わが社は、常に相手の身になって対処すること。

　３． わが社は、人の和の集まりである。

　４． わが社は、少数精鋭の集団である。

　５． わが社は、常に地域社会の一団である。

（２）目標とする経営指標

　当社グループが目標とする経営指標は売上高経常利益率・資本回転率及び株主資本比率であります。中期的には売上

高経常利益率につき10%以上、資本回転率につき1.2回転以上、株主資本比率につき60%以上の達成を目指しております。

また当社グループ内では新製品の売上比率を重要視しております。

（３）中長期的な会社の経営戦略

　当社グループの中期経営方針を下記のとおり掲げ、この課題に取り組み、より一層の経営基盤の強化に努めてまいる

所存であります。

　１． 環境のヨシコン

　２． 技術のヨシコン

　３． サービスのヨシコン

　環境という課題につきましては、資源のリサイクルなどを利用した環境負荷低減システムと人間、動物、昆虫及び植

物など地球上のあらゆる生き物が安心・安全・快適に生活できる環境共生型空間を提供できるシステム作りを目指し、

これらを環境還元商品として提供してまいります。

　技術という課題につきましては、生産設備開発、素材開発や製法開発及び販売ルート、販売手法において当社独自の

ノウハウのシステム作りを目指します。

　サービスという課題につきましては、ハード面では低価格・高品質・高機能な製品を確実にスピーディーに提供でき、

ソフト面では有益な情報を常に提供できるシステム作りを目指します。

（４）会社の対処すべき課題

　当社グループでは、事業領域のテーマといたしまして、環境・安心・安全・健康と設定しております。特に、環境を

テーマとした事業領域については、今後も様々な顧客ニーズが予想され、まだまだ未知数のマーケットとして広がる可

能性があると思われます。このような状況を踏まえ、不動産事業分野におきましては、環境配慮や少子高齢化に対応し

た宅地分譲・分譲マンションの企画販売や活力ある街づくりを目指し再開発事業・市街地活性化事業への取り組み強化

を図ってまいります。また、環境事業分野におきましては、エコ企業への転換を目指し、環境還元商品の製品開発を環

境事業分野一丸となって取り組んでまいります。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※2 1,236,657 ※2 1,944,883

受取手形及び売掛金 ※4 1,303,657 ※4 1,017,424

商品及び製品 627,181 585,862

仕掛品 5,937 6,077

原材料及び貯蔵品 38,848 40,742

販売用不動産 ※2 8,571,869 ※2 10,769,820

未成工事支出金 53,422 47,410

繰延税金資産 105,113 130,840

その他 311,878 266,002

貸倒引当金 △25,752 △10,600

流動資産合計 12,228,813 14,798,465

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※2 4,825,198 ※2 3,967,468

減価償却累計額 △2,772,876 △2,511,387

建物及び構築物（純額） 2,052,322 1,456,080

機械装置及び運搬具 ※2 3,658,969 ※2 3,648,684

減価償却累計額 △2,431,903 △2,555,104

機械装置及び運搬具（純額） 1,227,066 1,093,580

土地 ※2 2,498,947 ※2 2,395,924

リース資産 71,901 43,869

減価償却累計額 △34,226 △16,782

リース資産（純額） 37,675 27,087

建設仮勘定 － 7,949

その他 1,011,320 1,019,124

減価償却累計額 △968,421 △969,747

その他（純額） 42,898 49,376

有形固定資産合計 5,858,909 5,029,998

無形固定資産 47,903 51,068

投資その他の資産

投資有価証券 ※1,※2 222,024 ※1,※2 220,567

長期貸付金 2,688 3,708

その他 464,513 326,065

貸倒引当金 △53,813 △59,815

投資その他の資産合計 635,412 490,526

固定資産合計 6,542,226 5,571,593

資産合計 18,771,039 20,370,058
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2 1,485,538 ※2 2,128,160

短期借入金 ※2 2,496,150 ※2 1,891,850

1年内返済予定の長期借入金 ※2 923,067 ※2 381,402

リース債務 14,543 8,656

未払金 ※2 542,974 ※2 375,302

未払法人税等 295,692 662,342

賞与引当金 50,324 48,946

役員賞与引当金 80,000 60,000

その他 277,545 343,225

流動負債合計 6,165,836 5,899,885

固定負債

長期借入金 ※2 1,633,872 ※2 2,390,970

リース債務 25,015 19,784

繰延税金負債 218,997 248,765

資産除去債務 14,812 15,167

その他 587,890 630,756

固定負債合計 2,480,588 3,305,444

負債合計 8,646,424 9,205,330

純資産の部

株主資本

資本金 1,652,065 100,000

資本剰余金 1,854,455 3,406,520

利益剰余金 6,796,645 7,884,347

自己株式 △198,835 △240,272

株主資本合計 10,104,330 11,150,594

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 30,701 19,256

繰延ヘッジ損益 △13,133 △8,229

その他の包括利益累計額合計 17,568 11,026

少数株主持分 2,716 3,106

純資産合計 10,124,615 11,164,727

負債純資産合計 18,771,039 20,370,058
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高 18,113,526 18,749,986

売上原価 ※2,※7 13,992,439 ※2,※7 14,353,077

売上総利益 4,121,086 4,396,909

販売費及び一般管理費 ※1,※2 1,990,272 ※1,※2 2,086,374

営業利益 2,130,813 2,310,535

営業外収益

受取利息 426 8,967

受取配当金 3,780 4,698

仕入割引 19,537 25,247

不動産取得税還付金 4,087 1,926

貸倒引当金戻入額 5,237 －

持分法による投資利益 － 2,351

受取賃貸料 6,513 5,485

受取手数料 8,103 6,400

その他 26,225 17,424

営業外収益合計 73,912 72,501

営業外費用

支払利息 97,194 71,040

持分法による投資損失 2,029 －

貸倒引当金繰入額 － 6,103

その他 3,464 11,600

営業外費用合計 102,688 88,743

経常利益 2,102,037 2,294,293

特別利益

固定資産売却益 ※3 68,396 ※3 3,147

特別利益合計 68,396 3,147

特別損失

固定資産売却損 － ※4 255,940

固定資産除却損 ※5 28,695 ※5 6,688

減損損失 ※6 40,477 －

退職給付制度改定損 28,973 －

特別損失合計 98,146 262,629

税金等調整前当期純利益 2,072,287 2,034,811

法人税、住民税及び事業税 394,512 865,278

法人税等調整額 396,156 △14,991

法人税等合計 790,669 850,287

少数株主損益調整前当期純利益 1,281,618 1,184,524

少数株主利益 574 389

当期純利益 1,281,043 1,184,134
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 1,281,618 1,184,524

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 29,669 △11,444

繰延ヘッジ損益 1,104 4,903

その他の包括利益合計 ※1 30,773 ※1 △6,541

包括利益 1,312,392 1,177,983

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,311,817 1,177,593

少数株主に係る包括利益 574 389
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,652,065 1,854,455 5,601,507 △175,884 8,932,143

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △85,905 　 △85,905

当期純利益 　 　 1,281,043 　 1,281,043

自己株式の取得 　 　 　 △22,951 △22,951

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　 　

当期変動額合計 － － 1,195,138 △22,951 1,172,186

当期末残高 1,652,065 1,854,455 6,796,645 △198,835 10,104,330

その他の包括利益累計額

少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,032 △14,237 △13,205 2,142 8,921,080

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 △85,905

当期純利益 　 　 　 　 1,281,043

自己株式の取得 　 　 　 　 △22,951

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
29,669 1,104 30,773 574 31,348

当期変動額合計 29,669 1,104 30,773 574 1,203,535

当期末残高 30,701 △13,133 17,568 2,716 10,124,615
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当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,652,065 1,854,455 6,796,645 △198,835 10,104,330

当期変動額 　 　 　 　 　

資本金から剰余金

への振替
△1,552,065 1,552,065

剰余金の配当 　 　 △96,433 　 △96,433

当期純利益 　 　 1,184,134 　 1,184,134

自己株式の取得 　 　 　 △41,437 △41,437

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　 　

当期変動額合計 △1,552,065 1,552,065 1,087,701 △41,437 1,046,264

当期末残高 100,000 3,406,520 7,884,347 △240,272 11,150,594

その他の包括利益累計額

少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 30,701 △13,133 17,568 2,716 10,124,615

当期変動額 　 　 　 　 　

資本金から剰余金

への振替

剰余金の配当 　 　 　 　 △96,433

当期純利益 　 　 　 　 1,184,134

自己株式の取得 　 　 　 　 △41,437

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
△11,444 4,903 △6,541 389 △6,151

当期変動額合計 △11,444 4,903 △6,541 389 1,040,112

当期末残高 19,256 △8,229 11,026 3,106 11,164,727
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,072,287 2,034,811

減価償却費 266,353 356,119

減損損失 40,477 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 23,938 △9,151

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,681 △1,378

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 20,000 △20,000

受取利息及び受取配当金 △4,207 △13,666

支払利息 97,194 71,040

持分法による投資損益（△は益） 2,029 △2,351

固定資産売却損益（△は益） △68,396 252,792

固定資産除却損 28,695 6,688

売上債権の増減額（△は増加） △117,277 283,746

たな卸資産の増減額（△は増加） △414,573 △1,664,209

未収消費税等の増減額（△は増加） 1,270 △30,406

仕入債務の増減額（△は減少） △312,936 627,921

未払金の増減額（△は減少） 261,298 △107,433

未払消費税等の増減額（△は減少） 42,525 △70,107

前受金の増減額（△は減少） 45,405 147,850

預り金の増減額（△は減少） 32,351 △15,905

その他 33,672 80,025

小計 2,055,789 1,926,389

利息及び配当金の受取額 4,087 13,690

利息の支払額 △96,367 △72,004

法人税等の支払額 △665,820 △489,623

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,297,689 1,378,450

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △450,000

有価証券の償還による収入 － 501,000

固定資産の取得による支出 △1,211,116 △160,470

固定資産の売却による収入 103,767 8,716

貸付けによる支出 △5,000 －

貸付金の回収による収入 22,772 3,060

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

－ △53,459

その他 △226,721 18,684

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,316,297 △132,468

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 586,800 △604,300

長期借入れによる収入 925,000 1,390,000

長期借入金の返済による支出 △1,255,643 △1,174,567

自己株式の取得による支出 △22,951 △41,437

配当金の支払額 △85,703 △96,334

リース債務の返済による支出 △11,378 △11,116

財務活動によるキャッシュ・フロー 136,123 △537,756

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 117,515 708,225

現金及び現金同等物の期首残高 819,142 936,657

現金及び現金同等物の期末残高 936,657 1,644,883
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

　

１ 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社名

　 ㈱ワイシーシー

　 ㈱ＹＣＦ

　 イーグル商事㈱

　 ㈱ワイシーエム 計４社

　なお、平成25年７月３日付でイーグル商事株式会社の全株式を取得し、連結の範囲に含めております。また、平成25

年９月２日付で株式会社ワイシーエムを設立し、連結の範囲に含めております。

２ 持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した関連会社名

　 静岡ニュータウン開発㈱ １社

　なお、持分法適用関連会社であった静岡ニュータウン開発株式会社は平成25年９月26日付で清算結了しております。

(2) 持分法を適用しない関連会社名

　 ㈱ユウノー

　持分法を適用しない理由

持分法非適用会社は、当期純損益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないた

め、持分法の適用から除外しております。

　

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社の決算日は連結決算日と一致しております。

　

４ 会計処理基準に関する事項

　(1)重要な資産の評価基準及び評価方法

　(イ) 有価証券

　 その他有価証券

　 時価のあるもの

　 連結決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定)

　 時価のないもの

　 移動平均法による原価法

　(ロ) たな卸資産

　 商品、原材料、貯蔵品

　 最終仕入原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)

　 製品、仕掛品

　 先入先出法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)

　 販売用不動産、未成工事支出金

　 個別原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)

　 なお、販売用不動産のうち、賃貸中の物件については、定額法による減価償却費相当額を減額しております。
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

(イ) 有形固定資産(リース資産を除く)

　 定率法

　 (ただし、賃貸事業用の有形固定資産については定額法)

　 なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　 建物及び構築物 26～50年

　 機械装置及び運搬具 ４～17年

　 その他 ３～15年

(ロ) 無形固定資産（リース資産を除く)

　 定額法

　 なお、ソフトウェア(自社利用分)については、社内における見込利用可能期間(５年)による定額法

(ハ) リース資産

　 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

　 なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリース取引

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

　

(3) 重要な引当金の計上基準

(イ)貸倒引当金

　 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(ロ)賞与引当金

　 従業員の賞与の支出に備えるため、当連結会計年度に負担すべき支給見込額を計上しております。

(ハ)役員賞与引当金

　 役員の賞与の支出に備えるため、当連結会計年度に負担すべき支給見込額を計上しております。

　

(4) 重要なヘッジ会計の方法

(イ) ヘッジ会計の方法

　 繰延ヘッジ処理

(ロ) ヘッジ手段とヘッジ対象

　 ヘッジ手段

　 デリバティブ取引(金利スワップ)

　 ヘッジ対象

　 借入金

(ハ) ヘッジ方針

　 金利変動リスクに対し、ヘッジ対象と高い有効性があるとみなされるヘッジ手段を個別対応させて行います。

(ニ) ヘッジ有効性の評価方法

　 ヘッジ対象のキャッシュ・フローの変動の累計とヘッジ手段のキャッシュ・フローの変動の累計を比較し、両者

の変動額等を基礎にしてヘッジ有効性を評価しております。

　

(5) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　 手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、か

つ価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資であります。

　

(6) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

　 消費税及び地方消費税の会計処理方法

　 税抜方式によっております。ただし、資産にかかる控除対象外消費税及び地方消費税は発生連結会計年度の期間

費用としております。
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(追加情報)

　建物及び構築物312,173千円を所有目的の変更により、当連結会計年度に販売用不動産に振替えております。

(連結貸借対照表関係)

※１ 非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

投資有価証券（株式） 0千円 0千円

※２ 担保提供資産及び対応債務

担保に供している資産は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

現金及び預金 200,000千円 200,000千円

販売用不動産 1,103,838千円 672,628千円

建物及び構築物 1,245,708千円 1,037,544千円

機械装置及び運搬具 3,893千円 0千円

土地 1,708,888千円 1,911,789千円

投資有価証券 82,294千円 79,766千円

合計 4,344,622千円 3,901,727千円

上記のうち、工場財団設定分

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

建物及び構築物 65,145千円 60,841千円

機械装置及び運搬具 3,893千円 0千円

土地 72,041千円 72,041千円

合計 141,080千円 132,883千円

担保に対応する債務は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

支払手形及び買掛金 22,705千円 23,769千円

短期借入金 1,351,150千円 1,041,344千円

１年内返済予定の長期借入金 911,047千円 333,874千円

長期借入金 1,609,968千円 2,363,350千円

合計 3,894,872千円 3,762,338千円
　

３ 受取手形裏書譲渡高

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

受取手形裏書譲渡高 401,421千円 245,104千円

※４ 会計年度末日満期手形

　 会計年度末日満期手形は、手形交換日をもって決済処理しております。なお、連結会計年度末日が金融機関の休

日であったため、次の会計年度末日満期手形が連結会計年度末日残高に含まれております。

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

受取手形 12,003千円 －千円

裏書譲渡手形 23,128千円 －千円
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５ 当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行７行と当座貸越契約を締結してお

ります。

　 当連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

当座貸越契約極度額の総額 6,330,000千円 6,050,000千円

借入実行残高 2,010,000千円 950,000千円

差引高 4,320,000千円 5,100,000千円

(連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

運賃 164,459千円 114,034千円

広告宣伝費 284,655千円 473,084千円

貸倒引当金繰入額 29,176千円 △16,817千円

役員賞与引当金繰入額 80,000千円 60,000千円

役員報酬 158,535千円 168,780千円

給料 398,633千円 407,165千円

賞与引当金繰入額 32,871千円 31,838千円

退職給付費用 20,829千円 22,863千円

減価償却費 57,163千円 46,144千円

※２ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

研究開発費 44,388千円 38,248千円

※３ 固定資産売却益の内訳は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

車両運搬具の売却等 3,692千円 1,938千円

事業用土地の売却 64,703千円 1,209千円

合計 68,396千円 3,147千円

※４ 固定資産売却損の内訳は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

賃貸用固定資産の売却 －千円 255,839千円

※５ 固定資産除却損の内訳は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

不動産事業の駐車場設備の除却等 297千円 3,465千円

不動産事業の賃貸用建物の除却 7,479千円 －千円

事業用固定資産の解体費用 20,822千円 2,794千円

その他 95千円 429千円

合計 28,695千円 6,688千円
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※６ 減損損失

　 前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

　当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

主な用途 種類 金額（千円） 場所

事業用資産 建物及び構築物等 23,886 静岡県菊川市

事業用資産 建物及び構築物等 10,290 静岡県富士市

事業用資産 建物及び構築物等 6,299 静岡県焼津市
　当社グループは、原則として事業用資産については管理会計上の区分で、賃貸用資産については個別物件単位でグル

ーピングを実施しております。上記グループの資産については、収益性が著しく低下したため帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失（40,477千円）として特別損失に計上いたしました。

　なお、回収可能価額は、使用価値により測定した結果、その帳簿価額全額を減額しております。

　 当連結会計年度（平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

　該当事項はありません。

※７ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれており

ます。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

たな卸資産評価損 25,950千円 30,504千円

(連結包括利益計算書関係)

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

※１ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

その他有価証券評価差額金

　当期発生額 29,669千円

　組替調整額 －千円

　 税効果調整前 29,669千円

　 税効果額 －千円

　 その他有価証券評価差額金 29,669千円

繰延ヘッジ損益

　当期発生額 1,939千円

　組替調整額 －千円

　 税効果調整前 1,939千円

　 税効果額 △835千円

　 繰延ヘッジ損益 1,104千円

　 その他の包括利益合計 30,773千円
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

※１ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

その他有価証券評価差額金

　当期発生額 △457千円

　組替調整額 －千円

　 税効果調整前 △457千円

　 税効果額 △10,987千円

　 その他有価証券評価差額金 △11,444千円

繰延ヘッジ損益 千円

　当期発生額 7,268千円

　組替調整額 －千円

　 税効果調整前 7,268千円

　 税効果額 △2,365千円

　 繰延ヘッジ損益 4,903千円

　 その他の包括利益合計 △6,541千円
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

１ 発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首

株式数(株)
当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

普通株式 8,030,248 － － 8,030,248

　
２ 自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首

株式数(株)
当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

普通株式 560,180 52,123 － 612,303

　
（注）普通株式の自己株式の株式数の増加52,123株は、取締役会決議による自己株式の取得による増加50,000株、単

元未満株式の買取りによる増加2,123株であります。

３ 新株予約権等に関する事項

　 該当事項はありません。

４ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成24年６月22日
定時株主総会

普通株式 85,905 11.50 平成24年３月31日 平成24年６月25日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月18日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 96,433 13.00 平成25年３月31日 平成25年６月19日

当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

１ 発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首

株式数(株)
当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

普通株式 8,030,248 － － 8,030,248

　
２ 自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首

株式数(株)
当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

普通株式 612,303 39,059 － 651,362

　
（注）普通株式の自己株式の株式数の増加39,059株は、取締役会決議による自己株式の取得による増加36,800株、単

元未満株式の買取りによる増加2,259株であります。

３ 新株予約権等に関する事項

　 該当事項はありません。

４ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成25年６月18日
定時株主総会

普通株式 96,433 13.00 平成25年３月31日 平成25年６月19日
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(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月20日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 121,751 16.5 平成26年３月31日 平成26年６月23日

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

現金及び預金勘定 1,236,657千円 1,944,883千円

預入れ期間が３ヶ月を超える定期預金 300,000千円 300,000千円

現金及び現金同等物 936,657千円 1,644,883千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び事業を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。当社は、本社に製

品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う製品・サービスについて包括的な戦略を立案し、事業活

動を展開しております。

したがって、当社は事業本部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、不動産事業部が所

管する「レジデンス事業」、「不動産開発事業」及び「賃貸・管理事業」、環境事業部が所管する「環境事業」の計４

つを報告セグメントとしております。

「レジデンス事業」は分譲マンションや戸建住宅の企画販売、「不動産開発事業」は、宅地分譲の企画販売や商

業・工業・物流施設の誘致開発などを行っております。「賃貸・管理事業」は、マンション・商業施設・工業施設や

駐車場物件などの賃貸及び分譲マンションの管理を行っております。「環境事業」は、土木用・建築用コンクリート

製品や住宅用ＰＣ部材の製造・販売、太陽光発電設備の販売などを行っております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部

収益及び振替高は、市場実勢価格に基づいております。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)

合計
レジデンス

事業
不動産開発

事業
賃貸・管理

事業
環境事業 計

売上高

外部顧客への売上高 5,074,967 4,815,708 1,280,158 6,710,573 17,881,407 232,118 18,113,526

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 48,363 － 48,363 194,885 243,248

計 5,074,967 4,815,708 1,328,522 6,710,573 17,929,771 427,004 18,356,775

セグメント利益 1,070,795 754,738 320,468 332,932 2,478,935 38,540 2,517,475

セグメント資産 3,233,877 5,914,812 2,794,371 4,932,044 16,875,106 117,019 16,992,125

その他の項目

減価償却費 17,360 1,692 105,933 124,574 249,561 7,142 256,703

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

3,225 － 64,484 1,243,705 1,311,415 41,273 1,352,688

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業、衣料品事業及び保険代理店

事業等を含んでおります。
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)

合計
レジデンス

事業
不動産開発

事業
賃貸・管理

事業
環境事業 計

売上高

外部顧客への売上高 4,821,475 4,786,698 1,216,099 7,683,756 18,508,030 241,956 18,749,986

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 48,418 － 48,418 296,686 345,105

計 4,821,475 4,786,698 1,264,517 7,683,756 18,556,448 538,643 19,095,092

セグメント利益 717,397 1,196,389 292,765 434,720 2,641,273 42,711 2,683,984

セグメント資産 4,630,332 6,556,080 2,091,361 4,570,253 17,848,027 143,968 17,991,995

その他の項目

減価償却費 6,330 171 102,029 218,859 327,390 5,908 333,299

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

6,140 1,022 5,909 40,473 53,545 280 53,825

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業、衣料品事業及び保険代理店

事業等を含んでおります。

４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 17,929,771 18,556,448

「その他」の区分の売上高 427,004 538,643

セグメント間取引消去 △243,248 △345,105

連結財務諸表の売上高 18,113,526 18,749,986

（単位：千円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 2,478,935 2,641,273

「その他」の区分の利益 38,540 42,711

セグメント間取引消去 1,677 1,545

全社費用（注） △388,339 △374,994

連結財務諸表の営業利益 2,130,813 2,310,535

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（単位：千円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 16,875,106 17,848,027

「その他」の区分の資産 117,019 143,968

全社資産（注） 1,778,914 2,378,062

連結財務諸表の資産合計 18,771,039 20,370,058

(注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る固定資産であります。

（単位：千円）

その他の項目
報告セグメント計 その他 調整額

連結財務諸表
計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 249,561 327,390 7,142 5,908 9,649 22,820 266,353 356,119

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,311,415 53,545 41,273 280 11,695 38,305 1,364,384 92,130

(注) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、管理部門に係る設備投資額であります。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

（単位：千円）

報告セグメント
その他

全社・消去 合計
レジデンス

事業
不動産開発

事業
賃貸・管理

事業
環境事業 計

減損損失 － － － 40,477 40,477 － － 40,477

当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

　該当事項はありません。

当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

　該当事項はありません。

当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

１株当たり純資産額 1,364円52銭 1,512円64銭

１株当たり当期純利益金額 172円36銭 159円78銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額
　希薄化効果を有している潜在
株式が存在しないため記載して
おりません。

　希薄化効果を有している潜在
株式が存在しないため記載して
おりません。

(注) １ １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

項目
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

当期純利益(千円) 1,281,043 1,184,134

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益(千円) 1,281,043 1,184,134

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,432 7,410

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株
式の概要

－ －

２ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当連結会計年度

(平成26年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 10,124,615 11,164,727

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 2,716 3,106

(うち少数株主持分)(千円) (2,716) (3,106)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 10,121,898 11,161,621

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通
株式の数(千株)

7,417 7,378

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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６．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

　

記載金額には、消費税等は含まれておりません。

(1) 生産実績

当連結会計年度における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(千円) 前年同期比(％)

環境事業 2,280,451 △19.6

合計 2,280,451 △19.6

(注) 金額は製造原価によっております。

(2) 受注状況

環境事業については一部受注生産を行っているものの、大部分は過去の実績及び将来の予想による見込み生産で

あるため記載を省略しております。

(3) 販売実績

当連結会計年度における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(千円) 前年同期比(％)

レジデンス事業 4,821,475 △5.0

不動産開発事業 4,786,698 △0.6

賃貸・管理事業 1,216,099 △5.0

環境事業 7,683,756 ＋14.5

その他 241,956 ＋4.2

合計 18,749,986 ＋3.5

(注) セグメント間の取引については相殺消去しております。

　

（２）役員の異動

　①代表者の異動

　 該当事項はありません。

　②その他の役員の異動（平成26年６月20日付）

・新任取締役候補

　 秋野 徹

　・新任監査役候補

　 監査役 井出 文彦（現 顧問）

・退任予定監査役

　 中村 昇（現 監査役）
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